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３　水稲関係の薬効薬害試験

第二次適応性試験の A-1，A-2，A-3，A-4（オモダカ）試
験（2022 年度 23 剤，2023 年度 16 剤）及び生育調節剤試
験（2022 年度・2023 年度各 2 剤）を行っている（図 -2）。

調査に必要な雑草種子・塊茎は，試験地の水田・プラス
チックポット・コンクリートブロックポットで採取・増殖し
ている。ノビエ・ホタルイ・コナギ・マツバイ種子は水田か
ら，アゼナ・タマガヤツリ・ヘラオモダカ種子は増殖地から
採取し，埋込に使うヒルムシロ・ウリカワ・ミズガヤツリ（塊
茎）は増殖地から，セリ（茎切片）は生息地から採取してい
る。オモダカ試験ほでは半面を試験，残り半面をオモダカ増
殖栽培とし，1 年毎に場所を入れ替えながら実施している。
水稲試験の区割りに使用する畔波板への取水パイプの取り付
けでは，熱で波板に拡げあけた穴と裏だしに塩ビパイプを挿
入し，幅広輪ゴムで固定してきたが，2 年前に従来熱源とし
て使用してきたバーナーを工業用ドライヤーに切り替えたと
ころ，熱による波板の可塑化と円柱貫入による穴拡張が均一
になり，穴あけと裏だし加工の失敗がなくなった。作業状況
を動画にして保存しているので，関心のある方には提供可能
である。

４　作物残留試験等

除草剤の作物残留試験は，2010 年の GLP 基準に基づく
水稲での試行を経て 2011 年から水稲に対する試験を開始
し，次いで 2012 年から畑作物に対する試験も開始した。

水稲では主食用としての試験がほとんどだが，一部 WCS
用としての試験も数例行っている。畑作物では，だいず，大
麦，小麦，ばれいしょに対する試験が中心だが，年次によっ
てはえだまめ，あずきに対して，さらには，センター内の果
樹園を借用して，もも，なしに対しても数例行っている。

2016 年にはユニットハウスによる独立棟の GLP 試料調製
室を整備し，試料の調製・計量・梱包作業での汚染防止を強化
した。水稲及び春夏畑作物では鳥獣害の対策は不要だが，冬作
の麦類では，畑周辺の山林から出没するウサギによる茎葉の食
害（冬季），スズメによる子実の食害（出穂後）が発生するため，
防兎網，防鳥網の設置が不可欠となっている（図 -3）。

上記の各試験のほか，畦畔草管理の省力化を目的としたノ
シバ畦畔造成を行っている。図 - ４は水田脇の道路の路側帯
にノシバを導入した事例だが，本来，路側帯も畦畔と同様な
草管理が必要であることから，ノシバ導入により省力化が図
られている。

福島試験地では農業試験場等の協力を得て試験を実施して
きたことから，田植えや生育調査，稲刈り等を行う繁忙期に
は大勢の農業試験場職員 OB・OG 等による作業支援が得ら
れてきた。しかし，センターに移転してからだけでも 20 年
近くが経過し，支援者の高齢化やリタイアが進んできたこと
から，軽労化や支援者・従事者の確保が課題となっている。
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図−3　麦類試験で設置した防兎網（防鳥網は未設置）

図−4　ノシバ導入区画（左：慣行畦畔，右：導入3年目ノシバ）

図−2　水稲適２試験ほ場
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和蘭耳菜草（オランダミミナグサ）田畑の草
くさぐさ
種

　ナデシコ科ミミナグサ属の一年草。欧州原産の帰化
種で，明治時代末期に横浜で見つかり，今では全国の
道端や畑，およそ日当たりの良いところであれば至る
所に広がっている。秋から冬に芽生え，3月から5月頃
に開花する。背丈は10cm~30cm。茎は直立~斜上し
二叉分枝した先に集散花序をつける。葉は対生で長卵
形，動物の耳を連想させ，また食用になることから耳
菜草，さらに帰化種であることから和蘭とついた。た
だ本種は全体に細かい毛が生え食べても美味しくはな
さそう。この全体を覆う毛と，閉じている花は萼片か
ら白い花弁が覗き，開いている花はその5枚の花弁の先
端に浅い切れ込みがあることで見分けられる。
　旧暦の1月7日を「人日の節句」と言い，2024年は2
月16日であった。人日の節句は七草の節句とも言い，
春の七草が入った七草粥を食べるという風習がある。
この風習は奈良時代に中国から伝わり現在も続いてい
る。清少納言の枕草子にこの人日の節句の前日のやり
とりが出てくる。枕草子第131段。

　＝正月七日に使う若菜を六日に持ってきた者たちがいた。みんな
嬉しがってあれこれ騒いでいたが，そこへ子どもたちが見たこと
がない草を持ってきた。そこで，「この草は何というの？」と
聞いてみたけれど子どもたちは「さぁ・・・」と顔を見合わせ
るだけですぐには返事がなかった。そのうち「みみなぐさだった
かな」という子どもがいたので，「なるほどそうでしょうね。耳
『無』草で耳が無いのだからいくら聞いても答えようがないね」
と笑った。そこへまた，たいそう愛らしい菊の大きくなったもの
を持ってきた子どもがあったので，つめどなほみみな草こそあは
れなれ　あまたしあればきくもありけり
　（いくら聞いても耳無草というように聞く耳の無い子どもたちば
かりではなんとも仕方のないことではあるが，しかし大勢の子ど
もがいると菊というようにこちらの言うことを聞き分ける子ども
もいたことよ）と歌で言ってやりたいと思ったけれど，この子ど
もたちに言ってもわかりそうもないからやめておいた。＝

　清少納言の時代には，正月七日の若菜の習慣があった
ことからすると，セリやナズナに加えてハコベなども七
種の若菜として採取されていたのであろう。そのなかで
駄洒落交じりにもミミナグサをはっきりと認識できるほ
どに区別されていたようである。ハコベもミミナグサも
同じようなところに生える。平安時代の女房達は子ども
たちに摘ませてきた若菜から，ハコベとミミナグサをど
のように仕分けて
いたのであろう
か。
　今では在来のミ
ミナグサは簡単に
は見つからない。
周りにあるのはオ
ランダミミナグサ
ばかりである。
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